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当
局
の
時
計
は
？

【
関
信
地
連
】

　

関
信
地
連
は　

月　

日
、

12

10

原
局
長
と
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
当
局
は

「
勤
務
時
間
の
管
理
」
を
口

に
し
て
い
ま
す
が
、
局
長
は

交
渉
開
始
時
間
を
過
ぎ
て

も
現
れ
ず
、
釈
明
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
回
交
渉

で
総
務
課
長
は
終
了
時
刻

前
に
「
時
間
で
す
」
と
発
言

し
た
が
、
さ
す
が
に
当
日
は

こ
の
手
の
発
言
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
局
の
時

計
は
遅
れ
て
い
る
の
か
、
進

ん
で
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

迎
え
る
最
繁
忙
期
、
ト
ッ
プ

が
こ
れ
で
は
勤
務
時
間
の

管
理
は
お
ぼ
つ
か
な
い
？

そ
ん
な
暇
は
ど
こ
に

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

　

各
署
と
も
電
動
自
転
車

の
配
置
が
定
着
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

が
快
適
か
と
い
う
と
、

「
ア
ッ
！
と
言
う
間
に
バ
ッ

テ
リ
ー
が
無
く
な
る
」「
接

触
が
悪
く
話
に
な
ら
な
い
」

と
、
普
通
の
自
転
車
を
含
め

て
パ
ン
ク
や
埃
だ
ら
け
で

使
い
物
に
な
ら
な
い
の
も

多
い
よ
う
で
す
。
パ
ン
ク

し
た
ら
自
分
で
署
指
定
の

自
転
車
屋
で
修
理
し
て
下

さ
い
」
と
総
務
は
言
う
が

「
そ
ん
な
暇
は
ど
こ
に
あ
る

ん
や
！
」
が
職
場
の
声
。

青
年
の
心
が
け
？

【
関
信
・
新
潟
県
支
部
】

　

忘
年
会
・
新
年
会
シ
ー
ズ

ン
。
中
締
め
後
、
青
年
た
ち

は
競
う
よ
う
に
残
り
物
を

持
参
し
た
容
器
で
持
ち
帰

り
翌
日
の
食
材
に
使
う
。

総
務
課
長
は
そ
れ
を
見
て

「
い
や
ぁ
立
派
な
心
が
け

だ
」
と
得
々
と
し
て
い
る
。

　

す
る
と
…
「
お
言
葉
で
す

が
課
長
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
？
彼
ら
は
寮
に

帰
っ
て
も
ご
飯
が
な
い
ん

で
す
よ
」
同
席
の
組
合
員
が

怒
気
を
露
に
詰
め
寄
る
。

「
彼
ら
の
た
め
に
独
身
寮
の

食
堂
を
復
活
さ
せ
た
い
と

は
思
わ
ん
の
で
す
か　

」
!?

　

ば
つ
の
悪
そ
う
な
顔
を

し
て
そ
そ
く
さ
と
帰
る
課

長
。

　

何
か
の
打
ち
上
げ
な
ど

の
度
に
繰
り
返
さ
れ
る
青

年
た
ち
の
光
景
で
す
。
こ

れ
が
当
た
り
前
の
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

現政権の税制抜本改革を検証する

第　

回
税
研
全
国
集
会
を
開
催

50

　

第　

回
税
研
全
国
集
会
は「
現
政
権
の
税
制
抜
本
改
革
を
検
証
す
る
―
国
民
本
位

50

の
税
財
政
を
め
ざ
し
て
―
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
、
愛
知
県
豊
橋
市
で
１
月
８
日
か
ら

の
２
日
間
、
全
国
各
地
か
ら
２
１
０
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
税
研
集
会
で

は
、「
日
本
経
済
の
現
局
面
と
財
政
改
革
の
課
題
」
と
題
し
て
二
宮
厚
美
・
神
戸
大

学
教
授
が
講
演
。
全
国
税
東
海
地
連
・
細
川
潔
書
記
長
か
ら「
労
働
者
と
消
費
税
」と

題
し
た
特
別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
大
野
税
研

推
進
委
員
長
は
、
政
府
が　
12

月　

日
に
閣
議
決
定
し
た

17
「
新
防
衛
大
綱
」
や
、
同
月　
24

日
に
閣
議
決
定
し
た
予
算
案

に
触
れ
つ
つ
、「
税
制
改
正

大
綱
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
証
券

税
制
の
分
離
課
税
の
延
長
や

成
年
扶
養
控
除
の
縮
小
、

国
・
地
方
を
併
せ
た
法
人
税

率
５
％
の
引
き
下
げ
、
環
境

税
の
導
入
、
相
続
税
の
最
高

税
率
の
５
％
引
き
上
げ
だ
。

執
行
面
で
は
、
納
税
者
権
利

憲
章
の
策
定
は
あ
る
が
、
国

税
庁
長
官
の
策
定
・
公
表
で

は
問
題
が
あ
る
。
調
査
の
事

前
通
知
の
法
制
化
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
」
と
問
題
点
を

指
摘
。

　
「
税
研
集
会
を
通
し
て
、

各
地
で
の
運
動
に
役
立
つ
も

の
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
基
調
報
告
に
立
っ

た
木
村
税
研
推
進
委
員
会
事

務
局
長
は
、「
大
企
業
は
労

働
者
に
富
を
分
配
せ
ず
、
配

当
や
内
部
留
保
を
増
加
さ

せ
、
格
差
拡
大
や
貧
困
層
の

拡
大
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
」と
批
判
。「
民
主
党
政

権
が
自
民
党
政
治
と
同
様
の

政
策
を
行
っ
て
い
る
」
と
指

摘
し
、
税
財
政
や
税
務
行
政

の
特
徴
点
を
報
告
。
税
研
集

会
の
中
心
テ
ー
マ
を
提
起
し

ま
し
た
。

 
納
税
者
権
利
憲
章

　

第　

回
税
研
全
国
集
会
の

50

討
論
で
は
、
政
府
の
税
制
改

正
「
大
綱
」
で
示
さ
れ
た

に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

討
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

納
税
者
権
利
憲
章
を
国
税
庁

長
官
が
作
成
・
公
表
す
る
こ

と
で
、
法
的
拘
束
力
が
な
い

も
の
に
な
ら
な
い
か
、
②
一

方
で
、
納
税
者
の
義
務
拡
大

を
法
制
化
す
る
も
の
で
あ

り
、「
権
利
憲
章
」
の
名
に
そ

ぐ
わ
な
い
、
③
徴
収
面
で
の

権
利
保
護
に
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
、「
課
税
庁
の

権
限
強
化
に
つ
な
が
る
」
と

の
問
題
意
識
が
交
換
さ
れ
、

そ
の
上
で
「
今
現
在
も
認
め

ら
れ
て
い
る
納
税
者
の
権
利

か
ら
の
後
退
も
、
昭
和　

年
51

の
『
税
務
運
営
指
針
』
か
ら

の
後
退
も
許
さ
れ
な
い
」
と

の
認
識
の
一
致
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

「
国
税
通
則
法
の
大
改
正
」や

「
納
税
者
権
利
憲
章
」の
制
定

垂直的所得再配分を

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授

　

財
政
危
機
に
は
、
応
能
負
担

原
則
に
よ
る
垂
直
的
所
得
再
配

分
型
の
国
家
財
政
の
構
築
が
不

可
欠
だ
。
財
界
の
「
外
需
頼
み
」

は
、
円
高
を
背
景
に
破
た
ん
す

る
。
貧
困
・
格
差
や
内
需
不
振
、

財
政
危
機
を
引
き
金
に
誕
生
し

た
新
政
権
下
で
、
よ
り
深
刻
化

し
て
い
る
。
財
政
問
題
の
主
要

な
原
因
を
示
し
、
消
費
税
増
税

を
く
い
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

非正規増やす消費税

東
海
地
連
・
細
川
書
記
長

　
　

年
は
、
消
費
税
率
５
％

97
を
始
め
、「
規
制
緩
和
推
進

計
画
」
の
閣
議
決
定
、
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
、
貸
し
渋

り
な
ど
が
あ
り
、
今
の
経
済

状
況
の
エ
ポ
ッ
ク
の
年
だ
。

　

消
費
税
は
課
税
仕
入
れ
の

特
徴
か
ら
、
正
規
雇
用
を
外

注
化
す
る
こ
と
で
、
節
税
に

な
る
。
増
税
は
、
雇
用
の
流

動
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
、
認
め
難
い
。

　

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授
の
講
演
や
特
別
報
告
、
分

科
会
の
討
論
を
全
文
収
録
し
た
「
税
金
2
0
1
1
」
が
4

月
頃
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
購
読
下
さ
い
。

　

ご
注
文
は
、
全
国
税
本
部
、
ま
た
は
組
合
員
ま
で
。

応
な
ど
、
税
務
行
政
の
手
足

を
縛
る
も
の
で
も
あ
る
。
税

負
担
を
ど
こ
に
求
め
る
の

か
、
所
得
に
よ
る
負
担
へ
の

転
換
が
必
要
だ
。

◆　

暮
ら
し
と
税
制

　

中
小
企
業
に
消
費
税
の
担

税
力
は
な
い
。
地
方
税
で
徴

◆　

税
制
一
般

　

納
税
者
権
利

憲
章
の
内
容
を

見
る
と
、
納
税

者
の
た
め
に
は

な
ら
な
い
も
の

だ
。
一
方
で
、

各
国
税
局
の
指

示
や
研
修
の
反

収
手
法
が
強
権
化
し
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
日
本
の

農
業
は
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
商
店
街
に
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
が
多
く
、
後
継
者

不
足
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

◆　

税
務
行
政

　

調
査
に
お
け
る
手
続
き
が

十
分
で
は
な
い
。
納
税
者
権

利
憲
章
は
、
今
の
ま
ま
で
は

課
税
庁
の
権
限
強
化
の
み

で
、
徴
収
に
は
全
く
触
れ
ら

れ
な
い
こ
と
が
問
題
だ
。

　

徴
収
の
強
権
化
が
目
立

つ
。
差
押
え
等
の
伝
承
は
さ

れ
て
い
る
が
緩
和
措
置
の
習

得
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

ご
来
賓
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

—国民本位の税財政をめざして—

富
の
再
配
分
の
強
化
を

　

名
が
討
論
交
わ
す

210

分科分科会会

権
利
の
後
退
は
許
せ
ぬ

課
税
庁
の
権
限
強
化
に
批
判
集
中

佐
々
木
憲
昭
衆
議
院
議
員

全
労
連
・
小
松
副
議
長

国
公
労
連
・
秋
山
書
記
次
長




